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平

成
２

７
年

０
１

月
１

０
日

(土
)～

１
１

日
(日

) 
◇

参
加

者
 

山
上

皓
一

郎
、

山
上

昌
子

。
森
口

森
口

森
口

森
口
 

緑
、

川
島

 
功

、
 

前
田

 
正

、
大

江
加

予
子

、
大
江

大
江

大
江

大
江
徳

子
、
椎
木

椎
木

椎
木

椎
木
 

尭
、

 
田
中

田
中

田
中

田
中
稔

昭
。
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 玉

岡
さ

ん
か

ら
１

２
月

３
１

日
に

、
一

、
京

都
グ

ル
ー

プ
は

、
山

頂
で

抹
茶

の
茶

席
を

予
定

し
て

い
る

の
で

①
風

除
け

シ
ー

ト
。
②

行
仙

宿
の

円

座
３

枚
。
を

持
参

。
二

、
山

頂
で

コ
ー

ヒ
ー

接
待

を
す

る
。
三

、
凍

結
の

た
め

軽
ト

ン
ガ

持
参

。
す

る
旨

の
指

示
が

あ
る

。
円

座
を

持
参

す
る

手
間

が
問

題
で

あ
り

、
林

世
話

人
を

通
じ

て
京

都
グ

ル
ー

プ
に

確
認

。
山

頂
で

の
茶

席
設

定
は

、
初

耳
で

実
施

し
な

い
と

返
答

が
あ

る
。

 
二

の
コ

ー
ヒ

ー
接

待
は

、
約

１
０

ℓ
の

水
と

コ
ン

ロ
・
コ

ッ
ヘ

ル
４

台

が
必

要
で

あ
り

、
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の

現
参

加
者

で
は

荷
上

が
負

担
に

な
り

、
京

都
・
山

口
・
岐

阜
の

方
に

コ
ン

ロ
・
コ

ッ
ヘ

ル
２

台
と

テ
ル

モ

ス
(約

８
０

０
cc)を

８
名

が
手

分
け

し
て

、
お

湯
を

持
上

げ
て

頂
く

様
に

要
請

し
了

承
を

得
る

。
三

の
軽

ト
ン

ガ
は

、
山

頂
標

識
担

当
の

今
峰

氏
が

カ
ケ

ヤ
を

持
参

す
る

と
の

事
か

ら
不

要
。

 

１
月

５
日

夕
方

、
玉

岡
さ

ん
か

ら
風

邪
の

た
め

急
遽

欠
席

の
連

絡
が

あ

る
。
玉

岡
さ

ん
は

風
邪

に
罹

る
と

長
び

く
事

か
ら

、
今

例
会

の
卒

寿
慶

祝

該
当

者
で

あ
る

が
誠

に
残

念
で

あ
る

。
堀

会
長
・
林

世
話

人
・
中

川
 

寛

氏
に

連
絡

し
、

欠
席

に
伴

う
対

処
を

お
願

い
す

る
。

 
１１ １１
月月 月月
１
０

１
０

１
０

１
０
日日 日日

( 土土 土土
) 

一
時

雪
し

ぐ
れ

後
曇

り
時

々
晴

 
大

江
車

(大
江

親
子
・
川

島
・
前

田
)、

山
上

車
(山

上
夫

妻
、
運

転
;森

口
)

の
２

台
が

計
画

書
通

り
沖

﨑
宅

前
で

合
流

。
大

江
徳

子
さ

ん
か

ら
、
時

間

的
に

変
わ

ら
な

い
か

ら
南

紀
田

辺
IC

か
ら

を
、
道

の
駅
「

し
ら

ま
の

里
」

経
由

で
有

田
南

IC
へ

行
く

ル
ー

ト
変

更
の

提
起

が
あ

り
了

解
。

 
小

広
峠

を
越

え
る

と
雪

し
ぐ

れ
に

な
り

、
近

露
集

落
の
屋
根

が
白

く
な

っ
て

い
る

。
国

道
３

７
１
号
線

に
入

る
と

雪
時
雨

は
小
止
み

に
な

る
。

 
道

の
駅

「
し

ら
ま

の
里

」
で

小
休
止

後
、
阪
和

道
・

有
田

南
IC

に
入

り
岸
和

田
Ｓ
Ａ

で
昼
食

。
 

松
原

JC
T
か

ら
近
畿
自
動

車
道

に
入

る
が

、
走

行
車

が
少

な
く

中
国

道

吹
田

に
至

り
、
宝
塚

～
神
戸

間
も

ス
ム

ー
ス

に
走

行
出
来

、
予

定
よ

り
早

く
赤
松

S
A
で
休
憩

。
吉

川
JC

T
か

ら
舞
鶴
若
狭

道
へ
進
み
丹

南
篠

山
口

IC
で
降

り
、

約
１

０
分
弱

で
県
立

・
新

た
ん
ば
荘

に
１

４
時

に
着

く
。

 
掘

会
長
も
略
同

時
刻

に
着

か
れ

た
様

で
玄
関

で
出

会
い
挨
拶

。
京

都
グ

ル
ー

プ
の

方
が
受
付

に
座

ら
れ

て
い

た
が

、
し
ば

ら
く

待
つ

。
 

程
な

く
受
付

が
始

ま
り

、
部
屋

の
鍵

が
渡

さ
れ

荷
物

を
運

び
込
む

。
大

江
徳

子
さ

ん
は

、
ロ
ビ

ー
で
十

二
支

会
・
ブ

ル
ゾ

ン
等
販
売

を
手
伝

う
。

 

山
上
・
前

田
・
川

島
は

、
宴

会
場

で
「
十

二
支

会
横
断
幕

」
イ

ー
ゼ

ル

を
組
み
立

て
「

今
西
先
生
写
真

」
「
十

二
支

会
旗

」
「

会
旗

+
旗
竿
組
立

」

し
舞

台
に
掲

示
と

祝
い
酒
置
場

の
机

を
設
置

。
手

の
空

い
た

方
は
入
浴

。
 

川
島

は
、
新

世
話

人
と

し
て

祝
い
酒
寄
贈

者
の
受
付
・
記
録

。
又

、
写

真
担

当
の
溝
部

氏
が

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

で
急

遽
欠

席
に

な
り

、
大

江
徳

子
、

川
島

の
２

名
が

前
回
同

様
担

当
す

る
事

に
な

る
。

 

 
 

 
十

二
支

会
・
ブ

ル
ゾ

ン
販

売
 

宴
会

場
舞

台
 

 
 

 
地

元
世

話
人

の
京

都
Ｇ

ｒ
 



椎
木

氏
は

１
４

時
半
頃
着

、
田

中
氏

は
１

７
時
頃

に
着

く
と

事
前

連
絡

が
あ

る
。

ロ
ビ

ー
で

は
１

年
振

り
の
再

会
で
握

手
と
挨
拶

で
賑
や

か
だ

。
 

１
８

時
過
ぎ

に
川

島
の
司

会
・
挨
拶

で
前
夜
祭

が
開

会
(４

８
名

参
加

)。 
物
故

者
は

、
川

口
士
朗

氏
(９

１
才

)、
ヒ
ゲ

の
マ
ジ

シ
ャ

ン
・
酋

長
の

娘
で
余
興

を
盛

り
上

げ
て
下

さ
っ

た
元

会
員
・
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
会
友

の
戸

石
二
生

氏
(７

７
才

)で
、
奇

し
く
も
両

名
は

三
重
県

で
、
両

名
の
ご
冥
福

を
祈

念
し

て
、
全
員

起
立

し
１

分
間

の
黙
祷

。
 

慶
祝

者
は

、
喜

寿
；
横

田
明
男
・
前

会
長

(体
調

不
良

で
欠

席
)。
傘

寿
；

渡
辺

一
光

氏
(出

席
)。

山
縣

 
忍

氏
(出

席
)、

川
越

は
じ

め
・
木
戸
繁
良

の
両

氏
(家
族
看
護

で
欠

席
)。

卒
寿
；
河
村

 
清

氏
(出

席
)、

玉
岡
憲
明

・

元
会

長
(風

邪
で

欠
席

)で
、
慶

祝
該

当
者

７
名

の
内
出

席
者

は
３

名
。
尚

、

還
暦

・
古
希

・
米

寿
の

該
当

者
は

な
し

。
 

堀
会

長
挨
拶

、
一
順
目
復
刻
版

の
十

二
支

会
誌
発

行
の

い
き

さ
つ

(玉

岡
氏

提
起

)と
内
容
紹
介
及

び
２
巡
目
以
降

の
例

会
記
録

の
資
料

提
供
依

頼
が

あ
る

。
又

、
横

田
明
男

前
会

長
へ

の
記

念
品
進
呈

の
報
告

が
あ

る
。

 

祝
い
酒

の
寄
贈

は
、
当

会
か

ら
山

上
・
川

島
・
前

田
・
大

江
；
太

平
洋

生
絞

り
各

１
升

、
椎
木
；
朝

の
連
ド
ラ

で
有

名
な
竹
鶴

１
升

、
児
嶋
；
金

粉
・
賀
茂
鶴

１
升

、
玉

岡
；
熊
野

三
山

(４
合
瓶

２
本

)、
沖
崎
；
燗
酒

で

金
賞

の
太

平
洋

４
合
瓶

。
他

は
堀

会
長
；
２
升

、
縄

田
；
２
升

、
山

口
Ｇ

ｒ
；

１
升

、
斎
藤
先
生
；

１
升

+
４

合
瓶

３
本

、
壁
野

・
室
井

・
宮
本
；

２
升

、
勝
部
；
１
升

。
計

１
升
瓶
；
１

５
本

、
４
号
瓶
；
６
本

の
祝

い
酒

の
差

し
入

れ
が

あ
っ

た
。

 

事
務
局

の
連

絡
事
項

は
、
林

世
話

人
か

ら
報
告

が
あ

り
、
河
村

 
清

氏

の
乾
杯
音
頭

の
発
声

で
、
宴

会
が
始

ま
る

。
 

ビ
ジ
タ

ー
紹
介

は
、

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

の
山

上
昌

子
、

森
口

 
緑

さ
ん

。

新
入

会
員
紹
介

は
、
斉
藤
惇
生
先
生

で
挨
拶

さ
れ

る
。

 

未
歳
生

れ
６

人
の
紹
介

(出
席

者
４

名
)と
粗
品
進
呈

。
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ

で
は

大
江

加
予

子
さ

ん
が

該
当

。
 

 
 

 
河

村
氏

の
乾

杯
音

頭
発

声
！

 
慶

祝
者

の
記

念
撮

影
 

未
歳

生
ま

れ
勢

ぞ
ろ

い
 

カ
ラ
オ

ケ
別
料
金

が
必

要
な

事
か

ら
、
カ
ラ
オ

ケ
な

し
の
懇
談
・
懇

親

主
体

の
宴

席
に

な
る

。
又

、
酒

持
込
料

は
、
交
渉

の
結
果

２
本

分
だ

け
払

う
こ

と
に

な
る

。
 

川
島

の
山
形

大
黒
舞

で
余
興

が
始

ま
り

、
女
性

コ
ー
ラ

ス
、

山
上
･
斎

藤
先
生

の
卑
猥

な
？
歌

、
男
性
陣

合
唱
等

が
続
き
宴

会
が
盛

り
上

が
る

。
 

勝
部

さ
ん

は
、
本
場
・
安
来
節

を
踊

る
用
意

を
し

て
来

た
が

、
慶

祝
者

の
玉

岡
さ

ん
が

欠
席

で
あ

り
踊

り
は
未
披

露
。

 
特
別

例
会
「
羊
蹄

山
」
希
望

者
を
募
っ

た
と
こ
ろ

約
３

０
名

が
参

加
す

る
と

の
こ

と
。
６

月
２

７
日

～
２

８
日

に
開
催

を
決

め
、
今

後
、
加
藤
英

彦
氏

を
主
体

に
宿
泊

施
設

を
決

め
、

書
面

で
募

集
す

る
こ

と
に
決

ま
る

。
 

 
 

 
女

性
コ

ー
ラ

ス
 

 
 

 
二

次
会

で
の

懇
談

 
 

 
 

二
次

会
で

の
懇

談
 



一
次

会
の

ト
リ

は
、
林

世
話

人
の

日
立

ト
ン

コ
節

。
堀

会
長

の
一
本
締

め
で

一
次

会
終

了
。

 

京
都

グ
ル

ー
プ
・
世

話
人

の
部
屋

で
二
次

会
と

な
り

、
２

２
時

に
３
本

締
め

で
終
宴

し
、
各
室

に
戻

り
入
浴

・
就
寝

。
 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 
 

 
 

 
 

 
 
新

宮
8:20
→

10:20
道

の
駅

・
し

ら
ま

の
里

10:25

→
11:30

岸
和

田
S

A
12:20

→
13:15

赤
松

S
A

13:20
→

14:00
新

た
ん

ば
荘

。
前
夜
祭

18:00
→

20:30
二
次

会
→

22:00
終
宴

・
就
寝

。
 

１１ １１
月月 月月
１１ １１
１１ １１

( 日日 日日
) 
快

晴
時

々
薄

曇
、

風
弱

し
 

 

５
時
半

に
目
覚

ま
し

設
定

と
の

話
で

あ
っ

た
が

、
飲
酒

の
お
陰

で
ぐ
っ

す
り
眠

り
６

時
１

０
分
慌

て
て

起
床

。
７

時
よ

り
朝
食

、
昼
食
弁

当
に

大

江
さ

ん
、

さ
ん

ま
寿
司

を
差

し
入

れ
さ

れ
る

。
８

時
３

０
分
出
発

予
定

、

そ
の

間
に

川
島

は
、
自
家
用

車
１

３
台

の
車
代

を
運

転
者

に
支
払

う
。

 
８

時
２

５
分
出
発

。
カ

ー
ナ
ビ
資
料

で
は
途

中
左
折

な
の

に
先
導

車
は

右
折

し
て
県

道
702

に
出

て
市
街
地

を
通

り
、
宮
代
公
民
館

前
に
着

く
と

、

信
号

待
ち

し
た
我

々
よ

り
後
続

の
バ

ス
と
自
家
用

車
が
先
着

し
て

い
る

。

市
街
地

を
通

り
見

て
も

ら
う
為

に
遠

回
り

し
た

様
だ

。
農

道
に

１
１

台
駐

車
し

た
が

、
後

２
台

が
着

か
な

い
。
電

話
連

絡
す

る
と
篠

山
Ｇ
Ｃ

方
面

に

約
３
㎞
先

に
い

て
戻

る
と

の
こ

と
。

 

 
 

 
卒

寿
・

河
村

氏
に

祝
杯

 
 

慶
祝

者
の

記
念

撮
影

 
 

会
旗

先
頭

に
登

山
開

始
 

到
着

を
待

た
ず
登

頂
し

な
い
河
村

 
清

氏
の

慶
祝

行
事

を
行

う
。

 

公
民
館

前
の

標
高

は
約

２
６

５
ｍ

。
会
旗

持
ち

の
大
倉

氏
を
先
頭

に
出

発
す

る
。

田
の
周

り
を
鹿

・
猪

除
け

の
鉄
製
ネ

ッ
ト

で
囲

い
、
猪

・
鹿
侵

入
扉

を
開

け
林

道
を
辿

る
。

田
が
無

く
な

り
谷
沿

い
の

林
道

を
辿

る
と

、

右
側

の
谷

に
砂
防

提
が

あ
る

。
 

林
道

の
分

岐
が

あ
り
真
っ
直

ぐ
流

れ
る
枝
谷

に
沿
っ

て
、
少

し
ず
つ
高

度
を

上
げ

る
。

 
杉
植

林
帯

の
道

は
、

雪
は

な
い

が
軟
弱

で
、

峠
近

く
に

な
る

と
う
っ

す

ら
積

雪
し

て
い

る
。

約
４

５
分

で
峠

に
登

り
休
憩

、
少

し
汗

を
か

く
。

 

こ
れ
よ

り
急
傾
斜

と
な

り
、

約
２
㎝

～
５
㎝

の
積

雪
で
滑

り
や

す
く
ゆ

っ
く

り
登

る
と

、
約

１
５

分
で

山
頂

標
識

設
置
班

の
出
迎

え
を
受

け
「
櫃

ヶ
嶽
；
Ⅱ
等

５
８

２
．
０
ｍ

(点
名
；
櫃
ヶ
岳

)」
山

頂
に
到
着

す
る

。
 

既
に

標
識

設
置
班

に
よ

り
十

二
支

会
の

標
識

が
仮

設
置

さ
れ

て
い

る
。

山
頂

は
、

広
く
北
側

の
京
丹
波

方
面

が
眼
下

に
望

め
る

。
 

 
 

 
峠

で
休

憩
 

 
 

 
 

 
先

頭
到

着
 

 
 

 
 

 
斉

藤
先

生
登

頂
 

風
が
殆

ん
ど
無

い
が

シ
ー

ト
１

枚
を
張

る
。

山
上

さ
ん

の
卓

上
ガ

ス
コ

ン
ロ

に
４

ℓ
ヤ

カ
ン

を
乗
せ

て
沸

か
す

。
テ

ル
モ

ス
の

お
湯

を
入

れ
た

の

で
直

ぐ
に
沸
騰

す
る

。
最

後
尾

の
斉
藤
先
生

を
待
つ

間
、

林
世

話
人

か
ら

コ
ー

ヒ
ー

を
振
舞
っ

て
も
良

い
と

の
事

、
紙

コ
ッ

プ
の

コ
ー

ヒ
ー

を
欲

し

い
方

は
取

り
に
来

て
貰

う
。
先
生

が
１

１
時

に
到
着

し
４

２
名

が
登

頂
。

 

山
頂

の
慶

祝
行

事
が

行
わ

れ
る

。
堀

会
長

の
発
声

で
万
歳

三
唱
！

 
 



登
頂

慶
祝

者
２

名
に

慶
祝
金

を
渡

し
、

日
本
海

と
太

平
洋

を
祝
杯

に
注

ぎ
飲

ん
で

頂
く

。
山

上
さ

ん
の
発
声

で
乾
杯
！

 
 

 
 

 
山

頂
に

万
歳

三
唱

か
け

る
 

山
上

氏
の

発
声

で
乾

杯
 

斉
藤

先
生

と
記

念
撮

影
 

今
西
先
生

が
こ

の
山

に
昭
和

８
年

に
登

頂
さ

れ
、

三
角
点

を
捜

し
た

が

見
当

た
ら
ず

不
機
嫌

な
ら

れ
た

。
そ

の
後

一
等

三
角
点
研
究

会
の
伊
藤

氏

が
昭
和

１
１

年
に

三
角
点
再

設
置

し
た

事
が
判

り
、
無

く
て

当
然

を
今
西

先
生

に
報
告

し
て
納

得
さ

れ
た

と
の

大
槻

氏
の

手
紙

が
紹
介

さ
れ

た
。

 

全
員

の
記

念
撮
影

後
そ

れ
ぞ

れ
昼
食

。
コ

ー
ヒ

ー
の

お
替

り
を
勧

め
る

。 

 
 

 
全

員
の

記
念

撮
影

 
 

 
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
 

 
下

山
の

横
断

幕
前

に
て

 

か
な

り
下

山
さ

れ
た

が
下

山
前

に
次

回
例

会
・

山
口
市

「
猿
ヶ
嶽

」
方

向
に
向

い
て

ヤ
ッ
ホ

ー
を

か
け

１
２

時
，
下

山
開
始

。
 

雪
が
溶

け
て
斜
面

が
濡

れ
一
層
滑

り
や

す
く
慎
重

に
下

る
。

 

鹿
・
猪

な
ど

の
進
入
防
止
扉

前
に

「
さ

ら
ば

ま
た
逢

う
日

ま
で

」
の
横

断
幕

に
迎

え
ら

れ
宮
代
公
民
館

へ
。
公
民
館

で
は

、
暖

か
い
ぜ

ん
ざ

い
の

接
待

が
あ

る
。
斎
藤
先
生
も

１
３

時
１

０
分

に
は
無

事
下

山
。

 
勝
部

・
椎
木

・
田

中
車

・
バ

ス
乗

車
者

を
見
送

り
、
我

々
は

京
都

・
山

口
グ

ル
ー

プ
の
見
送

り
で

宮
代
公
民
館

を
出
発

。
県

道
７

０
２
号
線

に
左

折
し

て
篠

山
Ｇ
Ｃ

方
向

に
辿

り
、
路
肩

に
か

な
り

残
雪

の
あ

る
峠

を
越

え
、

京
丹
波

の
道

の
駅

「
丹
波
マ

ー
ケ

ス
」

で
土
産
物

を
買

う
。

 
京

都
縦
貫

道
の
丹
波

IC
に
入

り
、

大
山
崎

JC
T
か

ら
名
神

道
の

名
古

屋
方
面

に
進
み

、
草
津

JC
T
で

新
名
神

道
に
入

り
土

山
S

A
で

小
休
止

。

そ
の

後
、
伊
勢

道
・

紀
勢

道
を

通
り

、
予

定
よ

り
早

い
１

８
時

前
に
帰

新

す
る

。
玉

岡
宅

に
寄

り
慶

祝
金

を
渡

し
例

会
報
告

し
て

１
９

時
前

に
無

事

帰
宅

し
た

。
尚

、
交

通
費
等

の
費
用

は
、

大
江

さ
ん

が
車
代
等

を
最

小
限

に
し

て
下

さ
り

一
人
６
千

円
に

な
っ

た
。
帰
路

は
、

山
上

さ
ん
別

行
動

。
 

最
後

に
、

事
前
準
備

・
下
見

・
ぜ

ん
ざ

い
の

接
待

を
し

て
下

さ
っ

た
、

京
都

グ
ル

ー
プ

の
皆

さ
ん

に
感
謝

と
御
礼

を
申

し
上

げ
ま

す
。

有
難

う
！

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 
 

 
 

 
 

 
 
宮
代
公
民
館

前
9:25
→

10:10
峠

10:20
→

10:35「
櫃

ヶ
嶽

」12:00
→

12:40
宮
代
公
民
館

13:20
→

13:50
京
丹
波
・
道

の
駅

14:00

→
土

山
Ｓ
Ａ

15:25
→

17:50
新

宮
。

 
 

 
 

 
 

 
 

(記
 

川
島

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 


